
公表：令和　7年　5月　29日

事業所名　　　ほっぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者数　30　　回収数　　30　　　割合　100　　％

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いい
え

わからな
い ご意見

ご意見を踏まえた
対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保
されているか

21 4 0 5

基準には達していますが広く
はないため、晴れた日にはな
るべく屋外での活動を心がけ
ています。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 23 2 0 5

基準以上の職員を配置し、支
援方法の勉強を管理者中心で
行っています。スタッフの保
有資格についてはホームペー
ジをご覧ください。

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの
設置などバリアフリー化の配慮が適切に
なされているか

14 8 0 8
バリアフリーではありません
が、トイレには手すりを付け
ています。

4
子どもと保護者のニーズや課題が客観的
に分析された上で、放課後等デイサービ
ス計画※ⅰが作成されているか

30 0 0 0

日々の子どもさんの状況や半
年ごとの保護者との面談の上
で計画を立てさせていただい
ています。

5
活動プログラム※ⅱが固定化しないよう
工夫されているか

27 1 0 2

長期休みには外食やお出かけ
をしたり、公園でたくさん遊
んだりなど普段とは違った活
動を行っています。またおや
つ作りのメニューを増やした
り、買い物先もいつもと違う
ところに行くなど工夫してい
ます。

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、
障がいのない子どもと活動する機会があ
るか

8 4 1 17

直接的な交流はありません
が、外出先の公園などで他の
放デイのお子さんと会うこと
はあります。

7
支援の内容、利用者負担等について丁寧
な説明がなされたか

30 0 0 0

契約前や改定があったときに
説明させていただいていま
す。その都度疑問点にはお答
えしています。

8
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について
共通理解ができているか

29 1 0 0
・いつも帰宅時に伝えて
くれわかりやすいです。

お子様の状況は帰りの送迎や
連絡帳などでお伝えしていま
す。送迎時に聞いたご家庭で
の様子もスタッフのミーティ
ングで共有しています。

9
保護者に対して面談や、育児に関する助
言等の支援が行われているか

30 0 0 0
面談は半年に1回行っていま
す。そのほか電話での相談に
も応じています。

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援さ
れているか

14 9 0 7
・仕事のため分
かっていないで
す。

座談会を年に１回は必ず行っ
ています。前回は12月に
行っています。

アンケート期間：令和　　7年　　3月　　1日～　　3月　　31日
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保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表）



11

子どもや保護者からの苦情について、対
応の体制を整備するとともに、子どもや
保護者に周知・説明し、苦情があった場
合に迅速かつ適切に対応しているか

22 3 0 5

ご要望、苦情につきましては
迅速に対応させていただいて
います。苦情につきましては
再発防止策をスタッフ間で話
し合い対応しています。

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされているか

27 2 1 0

・連絡事項がその日は対
応しても、以後忘れられ
ることがある。
・伝えたいことがあって
も電話がつながらないこ
とが多いです。メールや
LINEの検討を。

子ども達には日々の活動のス
ケジュールを写真や絵カー
ド、文字、実物等で分かりや
すく説明しています。保護者
とは連絡帳や口頭での意思疎
通を図っています。

13

定期的に会報やホームページ等で、活動
概要や行事予定、連絡体制等の情報や業
務に関する自己評価の結果を子どもや保
護者に対して発信しているか

27 2 0 1

４半期ごとにほっぷだよりを
出しており、ホームページに
も載せています。評価表につ
いては、年度末に保護者にア
ンケートを取り、結果をホー
ムページに載せています。

14 個人情報に十分注意しているか 29 0 1 0

個人情報については取り扱い
を注意するよう全職員に徹底
し、守秘義務契約書も取り交
わしています。

15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアルを策定し、保
護者に周知・説明されているか

22 5 0 3
保護者への周知・説明が不十
分ですので対応していきま
す。

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出、その他必要な訓練が行われている
か

25 0 0 5

１年で10日間避難訓練を
行っており。その都度様子を
連絡帳へお伝えしています。
避難場所への経路も実際に歩
いていき確認しています。

17 子どもは通所を楽しみにしているか 26 3 0 1

・子どもの気持ちを聞き
つつやれるように話して
くれるので感謝していま
す。
・他の子どもたちと交わ
れてうれしいと思いま
す。ありがたいです。

18 事業所の支援に満足しているか 30 0 0 0

・延長利用したい。
・本人を尊重して関わっ
て下さりありがとうござ
います。安心して預けら
れます。
・信頼しています。

※ⅰ 放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関
するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援
を提供する上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責任者が作成する。

※ⅱ 事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障がい特性や課題、平日／休日／
長期休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。
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今後もご利用者様、保護者様
のニーズにこたえられるよう
スタッフ一同努めてまいりま
す。



討議年月日：令和　　7年　　５月　8日

公表：令和　7年　５月　29日　 事業所名  　ほっぷ　　　　　　　　　　　　　　　

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの
関係で適切である

〇
雨の時以外は毎日
外で遊ぶ時間を設
けています。

今後も室内と屋外での活動を適宜行って
いきます。

2 職員の配置数は適切である 〇
基準以上の資格を
持った職員数を配
置しています。

基準以上の職員配置と、今後もスタッフ
の支援力向上のため研修等への参加や資
格取得を行っていきます。

3
事業所の設備等について、バリアフ
リー化の配慮が適切になされている

〇

段差の所にはクッ
ション材を置いて
います。トイレに
手すりを設置しま
した。

バリアフリーではありませんが、今後も
必要に応じて配慮していきます。

4
業務改善を進めるためのPDCAサイク
ル（目標設定と振り返り）に、広く職
員が参画している

〇
半年ごとの目標設
定と振り返りを
行っています。

今後も業務チェック表を基に振り返りを
して職員が目標を持って業務に取り組め
るような職場作りに努めていきます。

5

保護者等向け評価表を活用する等によ
りアンケート調査を実施して保護者等
の意向等を把握し、業務改善につなげ
ている

〇

アンケートだけで
なく保護者面談や
送迎の際に情報共
有をしています。

ご要望に対してお応えすることが難しい
場合もありますが、今後も評価表を基に
業務改善していきます。

6
この自己評価の結果を、事業所の会報
やホームページ等で公開している

〇 ホームページ上で公開しています。

7
第三者による外部評価を行い、評価結
果を業務改善につなげている

〇
第三者による外部評価は行っていません
が、今後検討していきます。

8
職員の資質の向上を行うために、研修
の機会を確保している

〇

年1回は外部講師
を招いて、利用者
のケース検討を
行っています。

参加できる研修には積極的に参加しても
らい職員の資質向上を図ります。また支
援方法などについては指導的立場のス
タッフから他のスタッフにしっかり伝え
ていきます。

9

アセスメントを適切に行い、子どもと
保護者のニーズや課題を客観的に分析
した上で、放課後等デイサービス計画
を作成している

〇

アセスメントの時
間をしっかり取る
ようにしていま
す。

今後も半年ごとに保護者との面談を行
い、児童の状況、ニーズについて把握し
計画を立てていきます。

10
子どもの適応行動の状況を把握するた
めに、標準化されたアセスメントツー
ルを使用している

〇
事業所独自のアセ
スメントシートも
使っています。

今後もViｎelaｎd-Ⅱ及び事業所独自の
アセスメントシートを用い、状況把握に
努め内容の更新をしていきます。

11
活動プログラムの立案をチームで行っ
ている

〇
活動の案をスタッ
フ皆で出し合って
います。

子どもたちが楽しめる活動内容となるよ
う努めてまいります。

12
活動プログラムが固定化しないよう工
夫している

〇

季節に応じた活
動、イベント、外
出を行っていま
す。

地域に出て行ったり、色々な施設での社
会見学など同じ活動にならないよう工夫
していきます。

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課題
をきめ細やかに設定して支援している

〇

今まで行ったこと
が無い施設等も調
べて見学等行って
います。

長期休暇には普段とは違う活動（昼食作
り・外食・屋内施設の見学や体験）や楽
しめる企画(プール・季節の行事）を設
定して支援していきます。

14
子どもの状況に応じて、個別活動と集
団活動を適宜組み合わせて放課後等デ
イサービス計画を作成している

〇
個別活動のみにな
らないようにして
います。

個別活動と集団活動両方の観点から個々
に応じた支援計画を作成しています。
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放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表）



15
支援開始前には職員間で必ず打合せを
し、その日行われる支援の内容や役割
分担について確認している

〇

支援が始まる前に
ミーティングを
行っています。全
体の動き、児童ご
とに注意する点な
ど確認していま
す。

児童の支援計画をしっかり頭に入れ支援
していきます。児童の状況に応じて改善
点、変更点などをスタッフ間で共有し確
認していきます。

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せ
をし、その日行われた支援の振り返り
を行い､気付いた点等を共有している

〇

ミーティングに参
加できないスタッ
フには中心となる
スタッフがミー
ティング内容を伝
えています。

送迎時に聞いた保護者からの情報の共有
をしたり、支援の改善点、反省等も含め
て話し合いをしています。

17
日々の支援に関して正しく記録をとる
ことを徹底し、支援の検証・改善につ
なげている

〇

当日の1人1人の
様子を全職員で共
有できるよう全員
でケース記録への
記入及びチェック
をしています。

正しい記録はもちろん、利用者の様子が
わかる書き方、誰が読んでも理解できる
ような書き方等に努めてまいります。指
導的な立場のスタッフから書き方等のア
ドバイスも行っています。

18
定期的にモニタリングを行い、放課後
等デイサービス計画の見直しの必要性
を判断している

〇
半年に一度モニタリングを行い、支援計
画の見直しなどを検討しています。

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数
組み合わせて支援を行っている

〇
基本的な所を確認しながら当法人の特色
を出していけるようにします。

20
障害児相談支援事業所のサービス担当
者会議にその子どもの状況に精通した
最もふさわしい者が参画している

〇
児童発達支援管理責任者が出席していま
す。

21

学校との情報共有（年間計画・行事予
定等の交換、子どもの下校時刻の確認
等）、連絡調整（送迎時の対応、トラ
ブル発生時の連絡）を適切に行ってい
る

〇

送迎職員が児童の
学校での様子など
を聞いて保護者に
伝える等行ってい
ます。

学校によっては送迎時間や行事などの情
報を頂いており、行事の見学等もさせて
もらっています。その他子どもたちの様
子で気になる点なども連携を図り、調整
していきます。

22
医療的ケアが必要な子どもを受け入れ
る場合は、子どもの主治医等と連絡体
制を整えている

〇
現在対象となる児
童は在籍しており
ません。

必要な場合には体制を整えていきます。

23

就学前に利用していた保育所や幼稚
園、認定こども園、児童発達支援事業
所等との間で情報共有と相互理解に努
めている

〇
今後も利用する前に事前の見学をして頂
いたり、こちらも事業所や保育園に出向
いて情報を得るなどしていきます。

24

学校を卒業し、放課後等デイサービス
事業所から障害福祉サービス事業所等
へ移行する場合、それまでの支援内容
等の情報を提供する等している

〇
事業所からのお問合せがあれば情報提供
をしています。

25
児童発達支援センターや発達障害者支
援センター等の専門機関と連携し、助
言や研修を受けている

〇

研修の議事録を参
加できなかった職
員にも見てもらっ
ています。

年1回あいち発達障害者支援センターの
職員を招いての事例検討会を行っていま
す。（対象児童2名）今後も行ってまい
ります。

26
放課後児童クラブや児童館との交流
や、障がいのない子どもと活動する機
会がある

〇

直接的な子ども同士の交流はありません
が、地域の児童クラブに在籍する児童の
ケース検討会にスタッフが参加していま
す。

27
（地域自立支援）協議会等へ積極的に
参加している

〇
児童発達支援管理責任者や支援の中心と
なる児童指導員が出席しています。

28
日頃から子どもの状況を保護者と伝え
合い、子どもの発達の状況や課題につ
いて共通理解を持っている

〇
半年ごとの面談、送迎時や電話対応など
で児童の状況について話をしています。

29
保護者の対応力の向上を図る観点か
ら、保護者に対してペアレント･トレー
ニング等の支援を行っている

〇

自宅での子どもの
関り方等の質問は
丁寧に対応してい
ます。

ペアレントトレーニングは行っておりま
せんが、保護者からの質問等には今後も
出来る範囲で答えていきたいと思いま
す。
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30
運営規程、支援の内容、利用者負担等
について丁寧な説明を行っている

〇
契約前や改定があった時に説明させて頂
いています。疑問等あればその都度お応
えしていきます。

31
保護者からの子育ての悩み等に対する
相談に適切に応じ、必要な助言と支援
を行っている

〇

相談に応じすぐ対
応できそうなこと
は迅速に行ってい
ます。

面談や送迎時、また電話などでのご相談
があればお話しさせて頂いています。必
要であれば相談員さんへの連絡等も行っ
ていきます。

32
父母の会の活動を支援したり、保護者
会等を開催する等により、保護者同士
の連携を支援している

○

保護者同士の交流
の場として座談会
を定期的に開催し
ていきます。

11/12に座談会を行い、4名の保護者
の出席がありました。今後も最低年に1
回は続けていく予定です。

33

子どもや保護者からの苦情について、
対応の体制を整備するとともに、子ど
もや保護者に周知し、苦情があった場
合に迅速かつ適切に対応している

〇
迅速に対応し且つ
再発防止に努めて
います。

ご要望、苦情につきましては迅速に対応
させて頂いています。苦情につきまして
は再発防止策を職員間で話し合い対応し
ていきます。

34
定期的に会報等を発行し、活動概要や
行事予定、連絡体制等の情報を子ども
や保護者に対して発信している

〇

活動内容が分かり
やすいよう写真を
沢山入れていま
す。

4半期ごとにほっぷだよりを発行してい
ます。関係機関や学校などにも配布して
ほっぷのことを知ってもらうようにして
います。

35 個人情報に十分注意している 〇
個人情報については取り扱いを注意する
よう全職員に徹底しています。また守秘
義務契約書を取り交わしています。

36
障がいのある子どもや保護者との意思
の疎通や情報伝達のための配慮をして
いる

〇
現物・写真・絵・
文字カードなどを
使っています。

個々に合わせて行っていますが、伝わり
にくい事もあるので工夫をしていきま
す。

37
事業所の行事に地域住民を招待する等
地域に開かれた事業運営を図っている

〇

地域住民の方との交流は行っていません
が、児童を連れてご近所に挨拶周りに
行ったり、近くのお店に歩いて買い物に
行くようにしています。今後も開かれた
施設づくりを目指します。

38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアルを策定し、
職員や保護者に周知している

〇
マニュアルは作成してありますが、保護
者への周知が不十分なのでこれから検討
します。

39
非常災害の発生に備え、定期的に避
難、救出その他必要な訓練を行ってい
る

〇
第1～第3の避難
場所へ歩く訓練を
しています。

年10回避難訓練を行っています。反省
点を踏まえ今後も行っていきます。

40
虐待を防止するため、職員の研修機会
を確保する等、適切な対応をしている

〇
アンガーマネジメ
ントの研修なども
予定しています。

自治体等が行う虐待研修への参加や職場
内での研修は全員が行っています。

41

どのような場合にやむを得ず身体拘束
を行うかについて、組織的に決定し、
子どもや保護者に事前に十分に説明し
了解を得た上で、放課後等デイサービ
ス計画に記載している

〇

突発的に危険を伴う場合にやむを得ず身
体拘束を行う旨を面談等で十分に説明
し、納得していただいた上で、計画書に
記載させていただいています。

42
食物アレルギーのある子どもについ
て、医師の指示書に基づく対応がされ
ている

〇

保護者からアレル
ギー等を聞き取っ
てメニューを作成
しています。

必要に応じて医師の指示書をもらうよう
にしていきます。

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所
内で共有している

〇

半年に1度読み返
してもらい再確認
してもらっていま
す。

ヒヤリハットはその都度作成し全職員で
共有して再発防止に努めています。

非
常
時
等
の
対
応

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等


